
TOWN TOPICSまちの　話題

1/29日

「
第
12
回
小
城
市
モ
デ
ル
子
ど
も
ク
ラ
ブ

発
表
会
」
が
開
催

1/31火

「
高
齢
者
見
守
り
活
動
」
等
に
関
す
る

協
定
を
締
結 　小城市青少年育成市民会議により発

表会が行われ、子どもたちが、一年間
取り組んできた活動内容や、地域の皆
さんと一緒に行った伝統行事などを元
気に発表し、会場からは大きな拍手が
送られました。
　また、頑張っている子どもたちを紹
介するコーナーでは、小城高校３年生
の久

く
賀
が
奏
かな
美
み
さんによる弾き語りが披露

され、澄んだ歌声
とピアノの音色に
魅了されました。

　株式会社セブン-イレブン・ジャパン
と「高齢者見守り活動」等に関する協定
の調印式を行いました。
　この協定により、セブン-イレブン店
が、その営業活動中に、何らかの支援
を必要としている高齢者を確認した場
合、市へ連絡し、円滑な連携を取って
いきます。
　江里口市長は、「高齢化が進む中で高齢
者が地域で安心して暮らせるように、
地域一体となって見守っていきたい」
と述べられました。

1/25水

地
元
食
材
で
お
い
し
い
給
食

　「ふるさと食の日」に市内の小中学
校では、地元の食材を使った給食が振
る舞われました。
　メニュー
・市のB級グルメ「マジェンバ」
・天山酒造特製塩こうじ野菜
・ようかん右衛門おすすめ！
　「羊羹入り杏仁」
　どれも工夫が凝らしてあり、子ども
たちは、「おいしい！」と完食していま
した。

1/29日

精
一
杯
引
っ
張
っ
た
綱
引
き
大
会

　小城市体育協会により小城市綱引大
会が芦刈文化体育館で開催され、40チー
ムが力を競い合いました。市民の親睦
を目的に毎年開催され今年で５回目に
なります。ジュニア、男子、女子、混
合の４部門にスポーツクラブ、職場や
消防団などさまざま人たちがチームと
なり、力と心を１つにして一生懸命綱
を引きました。
　互いに譲らない引き合いに、周りの
応援にも熱が入り、会場内は大歓声が
響きました。

AR動画が
見れます
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あなたの身近な出来事や話題をお寄せください。（総務課 ☎37・6113）

市内にある14の幼稚園・保育園・認定こども園を
毎月１園ずつ掲載しています。

元気いっぱい
園児たち

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
込
め
て

新
春
お
茶
会
！！
〜
芦
刈
幼
稚
園
〜

　この賞は芸術文化の分野で多年にわ
たり活動を継続し、その振興発展に功
績があった人を表彰するものです。
　次の皆さんが表彰されました。

【受賞者】  （写真前列右から）
◆佐賀県芸術文化賞
　岡
おか
本
もと
　猛

たけし
さん　（三日月町）

◆佐賀県芸術文化功労賞
　大
おお
庭
ば
敬
けい
子
こ
さん　（芦刈町）

　中
なか
野
の
宗
そう
里
り
さん　（牛津町）

◆佐賀県芸術文化地域功労賞
　永
なが
野
の
初
はつ
子
こ
さん　（芦刈町）

　平成28年秋の叙勲受章が決まり、藤
ふじ

尾
お
成
せい
能
のう
さん（小城町）が瑞宝双光章を

受賞されました。
　藤尾さんは、住職であるとともに27
年にわたり保護司としても活躍されて
います。担当した相手の話に耳を傾け、
同じ目線で向き合うことを心掛け、ま
た、社会や地域とのつながりをどう持
たせるかを一人一人としっかり考えら
れました。
　今後は、「保護司を市民に少しでも理解
してもらうために、地域での啓発活動
に力を入れたいです」と述べられました。

　佐賀県更生保護事業功労者顕彰式が
佐賀市で行われ、法務大臣表彰を小

お
川
がわ

ヒロ子
こ
さん（小城町）、法務大臣感謝状

を古
こ
賀
が
裕
ひろ
子
こ
さん（牛津町）が受賞され

ました。
　小川さんは、長年保護司として犯罪
や非行をした人の再犯を防ぎ、立ち直
りを支援されています。
　古賀さんは、小城市婦人会会長とし
て犯罪や非行をした人がまた地域で暮
らしていけるように優しく見守る活動
をされています。

おめでとう
ございます

おめでとう
ございます

おめでとう
ございます

佐
賀
県
芸
術
文
化
賞
等
を
受
賞

瑞
宝
双
光
章
を
受
賞

法
務
大
臣
表
彰
・
感
謝
状
を
受
賞

　芦刈幼稚園の伝統でもある新春お茶
会を開き、これまでお世話になった地
域の人や家族を招き、感謝の気持ちを
込めてお点前を披露しました。事前に
地元の茶道の先生７人に「お茶の作法｣
を学んだ子どもたちは、ちょっぴり緊
張しながらも、たてたお茶を「どうぞ｣
と振る舞い、家族は「ありがとうござ
います｣ と嬉しそうにいただかれまし
た。お茶会の後は歌のプレゼントをし、
元気な歌声が響きわたりました。

左から：小川ヒロ子さん、古賀裕子さん
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